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今
回
発
行
す
る
商
品
券
と
、
こ
れ

ま
で
に
発
行
し
た
商
品
券
と
の
形

式
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、
実
施
時
期
を

令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
と
し
て
い
る
理

由
は
何
か
。

従
前
の
紙
の
商
品
券
は
、
金
券
と

し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、今
回
は
カ
ー
ド
式
で
、精
算
時
に
カ
ー

ド
を
提
示
し
、
店
舗
側
が
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
決
済
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
非
接
触
で
の
対
応
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
で
の
決
済
の
た
め
、

商
品
券
の
集
約
や
輸
送
の
必
要
が
な
く
な

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
は

問答

静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石

流
の
起
点
に
は
県
の
基
準
を
超
え

る
盛
土
が
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

現
在
、
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
盛
土
の
崩
落
等
が
起

き
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
行
政
と
し

て
、
適
切
な
対
応
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

茨
木
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
及
び
砂
防
法
等
関
係

法
令
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
行
為
者
に
対
し
、
適
切
な
指
導
や

助
言
等
を
行
っ
て
い
く
。

盛
土
行
為
に
対
す
る
対
応
は

問

り
、
事
業
者
、
商
品
券
事
務
局
と
も
精
算

業
務
等
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
発
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
消
費
が
落

ち
込
む
と
言
わ
れ
る
２
月
を
中
心
に
、
消

費
喚
起
策
と
し
て
実
施
す
る
。

本
年
２
月
に
起
き
た
本
市
消
防
職

員
に
よ
る
18
歳
未
満
の
女
性
へ
の

性
的
行
為
に
関
す
る
不
祥
事
に
つ
い
て
、

７
月
に
当
該
職
員
に
対
す
る
処
分
が
行
わ

れ
た
が
、
本
事
案
の
対
応
と
再
発
防
止
策

は
ど
う
か
。
ま
た
、
性
暴
力
の
被
害
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

本
市
の
火
葬
場
は
竣
工
か
ら
34

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
火
葬

炉
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
※
１
）
や
外
壁

改
修
等
に
よ
り
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
が
、
利
用
件
数
は
増
加
傾
向
で
、
ほ
ぼ

毎
日
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
施
設

の
長
寿
命
化
も
重
要
で
あ
る
が
、
施
設
の

使
用
頻
度
や
老
朽
化
も
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

(

※
２)

や
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※
３
）
手
法
を

導
入
し
た
火
葬
場
建
設
の
検
討
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
市
の
見
解
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

今
後
、
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
行

に
よ
り
、
火
葬
場
の
利
用
件
数
の

消
防
職
員
の
不
祥
事
の
再
発
防
止
は

問 答

火
葬
場
の
計
画
に
民
間
活
力
の
導
入
を

問答

第４回定例会

　　令和３年度一般会計補正予算（第４号）
質疑を９月２日、３日の２日間にわたり行
いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面
の都合上、質疑の一部しか掲載できません。
詳しい内容は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでも
ご覧いただけます。（いずれも 11
月中旬予定）

一般会計補正
予算（第４号）

質疑

　
公
　
明
　
党

  

大
村
　
卓
司

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

下
野
　
　
巖

行
っ
て
い
る
の
か
。

綱
紀
粛
正
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
法
令

遵
守
や
倫
理
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全

消
防
職
員
を
対
象
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
性
暴
力
の
被
害
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
茨
木
市
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

D
V
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
親
し
い
間
柄

で
起
こ
る
暴
力
や
性
暴
力
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。

答

  

大
阪
維
新
の
会

  

岩
本
　
　
守

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

　
山
本
　
由
子

（※１) オーバーホール：機械・装置類を分解して点検、修理すること。
（※ 2)PFI: 公共事業を実施するための手法の一つ。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等の

設計・改修・更新や維持管理・運営を行う手法。
（※ 3)PPP: 官民が連携して公共サービスの提供を行うこと。
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一般会計補正予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

あ
る
と
考
え
る
が
、
府
の
茨
木
保
健
所
か

ら
は
、
自
宅
療
養
者
に
関
す
る
詳
細
な
情

報
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
と
し
て
、
保
健
所
を
持
っ
て
い
る

自
治
体
と
同
等
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
府
に
対
し
、
今
以
上
に

詳
細
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
で
き

る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は

ど
う
か
。こ

れ
ま
で
も
府
市
長
会
を
通
じ
、

要
望
し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、

同
様
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

く
あ
り
、
労
務
管
理
等
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
な
ど
を
通
じ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
支
障
が
出
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
引
き
続
き
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
勤
務
形
態
と

し
て
、
国
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨

し
て
お
り
、
本
市
職
員
に
お
い
て
も
、
昨

年
か
ら
在
宅
勤
務
や
ス
ラ
イ
ド
勤
務
等
の

各
種
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
制
度
を

活
用
し
た
職
員
数
は
最
も
多
い
月
で
も
累

積
273
人
と
の
こ
と
で
、
市
の
職
員
数
か
ら

考
え
る
と
、
非
常
に
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ま
な
い
要
因
は
何

か
。

市
役
所
で
は
、
個
人
情
報
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
業
務
の
ほ

か
、
市
民
と
直
接
関
わ
る
業
務
な
ど
、
市

民
の
生
活
維
持
に
欠
か
せ
な
い
業
務
が
多

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
導
入
状
況
は

問

大
阪
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
自
宅
療
養
を
さ
れ
て

い
る
方
の
自
宅
で
の
死
亡
の
割
合
が
人
口

比
で
最
も
多
い
。
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で

答

感
染
者
に
関
す
る
さ
ら
な
る
情
報
共
有
を

問

  

大
阪
維
新
の
会

  
萩
原
　
　
佳

茨木市立斎場の火葬場（大住町）茨木市立斎場の火葬場（大住町）

答

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

稲
葉
　
通
宣

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
稼
働
後

30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
現

在
の
火
葬
炉
に
つ
い
て
、
規
模
の
適
正
化

を
含
め
た
更
新
等
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

60
歳
以
上
の
高
齢
者
支
援
と
、
39

歳
ま
で
の
若
者
支
援
の
狭
間
で
、

支
援
制
度
が
な
い
40
、
50
歳
代
の
ひ
き
こ

も
り
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
々
に
対

し
て
、
相
談
を
受
け
た
後
の
日
常
的
な
支

援
を
提
供
で
き
る
居
場
所
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
居
場
所
を

問

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

安
孫
子 

浩
子

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

議会基本条例を活かすための研修会を開催

　全議員を対象とした議員研修会を 7 月 29 日に開催しました。
　この研修では、元衆議院法制局職員で、現在は議会アドバイザーを務め
ておられる吉田利宏先生をお招きし、「議会基本条例を活かす～議会から
の政策提案に結び付けて～」をテーマに、議会基本条例の性質や制定の意
義、あり方に関する基本的な知識や、茨木市議会基本条例についての分析、
先進的な条文を定めた他市事例等についてご講義いただきました。
　今後も、議会改革を進め、市民に開かれた議会、行動力と活力にあふれ
る存在感のある議会をめざします。
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就
学
を
検
討
さ
れ
る
保
護
者
に

は
、
個
別
の
就
学
相
談
等
の
際
に

医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
小
中
学
校
就
学
時
に
作
成
す
る
就

学
相
談
資
料
に
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情

報
を
記
載
し
、保
護
者
が
確
認
し
た
上
で
、

教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
保
護
者

の
意
向
を
把
握
し
や
す
く
な
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
入
所
、
入
園
を
検
討
さ
れ

る
保
護
者
に
は
、
事
前
相
談
会
を
年
３
回

実
施
し
て
い
る
。
相
談
会
は
、
広
報
誌
へ

の
掲
載
や
、
保
健
所
、
関
係
課
の
保
健
師

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
く
。

療
機
関
の
設
置
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

公
的
・
民
間
の
区
分
を
問
わ
ず
、

広
く
病
院
誘
致
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
り
雇
用
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
社
会
人
の
学

地
域
医
療
構
想
（
※
１
）
に
つ
い

て
、
国
は
、
地
域
課
題
の
洗
い
出

し
や
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
の

見
解
だ
が
、
本
市
の
病
院
誘
致
は
、
地
域

医
療
構
想
の
枠
組
み
に
よ
り
、
三
島
医
療

圏
内
の
民
間
病
院
し
か
な
い
と
の
立
場
を

取
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
積

極
的
に
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
国
も
公
的
医
療
機
関
の
重
要
性
を
認

め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
状
況
も

異
な
る
た
め
、
民
間
病
院
の
誘
致
し
か
な

い
と
い
う
考
え
か
ら
抜
け
出
し
、
公
的
医

公
的
医
療
機
関
の
設
置
検
討
を

問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
取
組
み
を

問

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
本
市
で

は
、
就
学
、
就
園
を
検
討
さ
れ
る
保
護
者

に
対
し
て
、
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情
報

が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
情
報
発
信

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
と
工
夫
し
て
い
る

点
は
何
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
保
護
者
へ
の
情
報
発
信
を

答

答

　
日
本
共
産
党

  

朝
田
　
　
充

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

　
桂
　
　
睦
子

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

上
田
　
光
夫

答

（※２) リカレント教育： 学校教育から離れて社会に出た後も、それぞれの人の必要なタイミングで再び教育
を受け、仕事と教育を繰り返すこと。

内
事
業
所
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
を

把
握
す
る
予
定
は
な
い
が
、
事
業
所
に
地

域
の
安
全
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市内各所に設置されている防犯カメラ市内各所に設置されている防犯カメラ

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

現
在
、
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
増

設
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
依

然
と
し
て
近
隣
市
と
比
べ
、
台
数
が
少
な

い
。
令
和
元
年
度
の
本
市
の
犯
罪
発
生
率

は
府
内
14
位
、
検
挙
率
は
28
位
と
な
っ
て

お
り
、
不
審
者
情
報
も
後
を
絶
た
な
い
。

近
隣
市
並
み
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
し
、

ま
た
、
市
内
事
業
所
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
を
把
握
し
て
は
ど
う
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は
、
通
学
路

の
見
守
り
や
路
上
犯
罪
等
の
抑
止

等
の
効
果
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
拡

充
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
当
た

り
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
は
、
令
和

２
年
度
末
時
点
で
北
摂
７
市
の
う
ち
５
位

で
あ
る
が
、
計
画
ど
お
り
に
増
設
す
る
と

３
位
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
市

防
犯
カ
メ
ラ
の
さ
ら
な
る
増
設
を

問

　
大
阪
維
新
の
会

  

大
野
　
幾
子

答

問

（※１) 地域医療構想： 医療や介護に関する他の計画との整合性を図りながら、令和 7 年（2025 年）の医療
需要と病床の必要量や、めざすべき医療提供体制を実現するための施策等を定めるもの。

40
、
50
歳
代
の
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
方
々
が
参
加
し
や
す
く
、
ま

た
、
年
齢
や
性
別
、
個
々
の
特
性
な
ど
に

配
慮
し
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
特
化
し

た
日
常
的
な
居
場
所
は
な
い
。
今
後
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
居
場
所
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の会議録を定例会、臨時会ごとに発行
しています。市役所南館１階の情報ルーム、各図書館で自由
に閲覧できますので、ご利用ください。
　また、市議会ホームページでもご覧いただけ
ます。なお、９月定例会の会議録は、11月中
旬に発行の予定です。
（https://www.kensakusystem.jp/
ibaraki-s/index.html）

スマートフォン等
で読み取ることが
できます。
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市
議
会

だ
よ
り

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
大
学
等
の
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
は
ど
う
か
。

大
学
の
公
開
講
座
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受
講
で
き
る
専

門
的
な
講
座
へ
の
取
組
み
が
活
発
化
し
て

き
て
お
り
、
多
様
な
学
習
の
場
の
提
供
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
う
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
取
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

の
こ
と
だ
が
、
従
前
の
取
組
み
の
ま
ま
で

十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の

移
行
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
循
環
型
社
会
の
形
成
に
関
す
る
取

組
み
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
取
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
食
品
ロ
ス
対
策
に
向
け
て
、
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
対

策
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

う
傾
向
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
接
種

率
向
上
の
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
接
種
予
約
が
取
れ
な
い
と
い

う
声
も
多
い
が
、
接
種
希
望
者
に
ワ
ク
チ

ン
が
行
き
わ
た
る
見
通
し
は
ど
う
か
。

若
年
層
の
接
種
率
向
上
に
つ
い
て

は
、
土
曜
日
の
夜
間
帯
に
も
実
施

す
る
な
ど
、
接
種
し
や
す
い
環
境
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。
現
在
は
、
予
約
開
始
日

に
す
ぐ
予
約
が
埋
ま
る
状
況
で
あ
る
が
、

接
種
を
希
望
す
る
方
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
次
の
予
約
枠
の
公
開
日
時
等
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
等
に
よ
り
変
動
す
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
十
分
な
供
給
が
あ
れ
ば
11
月

末
ま
で
に
希
望
者
へ
の
接
種
を
概
ね
完
了

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
予
防
と

重
症
化
予
防
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
若
年
層
の
中
に
は
接
種
を
た
め
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
見
通
し
は

問

答

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
※

５
）
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
明
確

に
位
置
づ
け
て
い
る
行
政
計
画
は
な
い

が
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
等
に
よ
り
環
境

負
荷
を
低
減
さ
せ
る
循
環
型
社
会
の
形
成

に
関
す
る
取
組
み
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
社
会
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と

循
環
経
済
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

問

　 

公
　
明
　
党

　
松
本
　
泰
典

（※３)OCW：大学等の教育機関で、正規に提供された講義とその関連情報をインターネット上で無償公開する活動。
（※４)JMOOC：オンラインを通じて遠方の教育機関の講義を視聴できる環境のこと。

市議会のうごき

7
月

9 日 議会広報委員会

15 日 議会運営委員会

29 日 議員研修会

８
月

４日 北部地域整備対策
特別委員会

13 日 議会広報委員会

17 日 市民会館跡地等整備対策
特別委員会

27 日
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

９
月

２日 本会議 ( 初日 )

３日 本会議 ( ２日目 )

７日 民生常任委員会
建設常任委員会

8 日 民生常任委員会

9 日 文教常任委員会
総務常任委員会

10 日 文教常任委員会

13 日 一般会計決算特別委員会

14 日 一般会計決算特別委員会

15 日 一般会計決算特別委員会

16 日 一般会計決算特別委員会

21 日 幹事長会
議会運営委員会

24 日 本会議 ( 最終日 )

び
直
し
、
い
わ
ゆ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

(
※
２)

を
推
進
す
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ
（
※
３
）
や
Ｊ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｃ（
※
４
）と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

取
組
み
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
イ

（※５) サーキュラーエコノミー（循環経済）：従来の大量生産・大量消費・大量廃棄に代わり、製品と資源の
価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化
した経済のこと。

答

　

追手門学院大学生の
インターンシップを受け入れました

　平成 31年（2019年）1月に締結した「茨木
市議会と追手門学院大学との連携協力に関する
協定」に基づき、7月 26 日から 10 月 1 日ま
での間、市議会事務局において追手門学院大学
生 7人のインターンシップ生を順次受け入れま
した。


